
配備
核弾頭

貯蔵
核弾頭

退役・解
体待ち

核兵器

米国 1,770 1,938 1,336 5,044
ロシア 1,710 2,670 1,200 5,580
英国 120 105 225
フランス 280 10 290
中国 24 476 500
インド 172 172
パキスタン 170 170
イスラエル 90 90
北朝鮮 50 50
合計 3,904 5,681 2,536 12,121

世界の核保有数（2024.1月時点）広島県出展

実
行
委
員
会
が
申
し
入
れ

５
月
２
日
、

「碧
南

・
高
浜
網
の
目
平
和
行
進
実
行

委
員
会
」
は
、
小
池
友
妃
子
碧
南
市
長
に
対
し
て
、

６
月
１
日
、
午
前
９
時
か
ら
の
網
の
目
平
和
行
進

へ

の
協
力
を
求
め
て
申
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

市
役
所
玄
関
前
で
の
集
会
借
用
と
、
激
励
の
あ
い

さ
つ
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
担
当
課
長
は
、
顔
を
出

す
と
約
束
さ
れ
ま
し
た
。

署
名
も
パ
ネ
ル
展
示
も
拒
否

こ
れ
に
先
立
ち

「あ
い
ち
平
和
行
進
共
同
連
絡
会
」

か
ら
市
議
会
と
市
当
局
に
、
非
核
署
名
や
パ
ネ
ル
展

の
実
施
な
ど
８
項
目
の
依
頼
文
書
が
送
付
さ
れ
ま
し

た
。
し
か
し
、
日
本
政
府

へ
の

「核
兵
器
禁
止
条
約

の
署
名

・
批
准
を
求
め
る
署
名
」
を
始
め
す
べ
て
の

項
目
に
協
力
を
拒
否
し
ま
し
た
。

非
核
兵
器
自
治
体
宣
言
を

ま
た
、

「非
核
兵
器
自
治
体
宣
言
」
に
つ
い
て
は

「遺
族
会
に
は

『
非
核
』
に
つ
い
て
聞
い
て
は
い
な

い
。
市
と
し
て
の
考
え
」
と
答
え
ま
し
た
。

全
世
界
に
核
兵
器
１
万
２
１
２
１
発

《
表
》
の
よ
う
に
世
界
に
１
万
２
１
２
１
発
あ
る

核
兵
器
。
広
島
、
長
崎
投
下
の
原
爆
よ
り
も
は
る
か

に
威
力
増
強
の
核
兵
器
と
人
類
は
共
存
で
き
ま
せ
ん
。

碧
南
市
と
碧
南
市
長
が
、
そ
の
原
点
に
立
っ
た
判

断
が
出
来
な
い
の
は
、
非
常
に
残
念
で
す
。

戦
後
80
年
、
後
発

「自
治
体
宣
言
」
の
碧
南
市
こ
そ

「非
核
兵
器
」
を
明
確
に
示
す
べ
き
で
す
。

国
民
平
和
行
進
が
ス
タ
ー
ト

核
兵
器
廃
絶
と
被
爆
者
援
護
を
訴
え
な
が
ら
、
全

国
か
ら
被
爆
地
広
島

・
長
崎
を
め
ざ
し
て
歩
く
被
爆

８
０
年

・
２
０
２
５
年
原
水
爆
禁
止
国
民
平
和
大
行

進
が
６
日
、
東
京
都
江
東
区
の
夢
の
島
、
北
海
道

・

礼
文
島
を
そ
れ
ぞ
れ
出
発
し
ま
し
た
。
被
爆
８
０
年

の
今
年
、
日
本
政
府
に
核
兵
器
禁
止
条
約

へ
の
参
加

を
迫
る
世
論
と
運
動
を
広
げ
ま
す
。

冷
た
い
雨
を
つ
い
て
、
夢
の
島
で
開

か
れ
た
東
京
䢣
広
島
コ
ー
ス
の
出
発
集

会
に
は
約
６
０
０
人
が
参
加
し
、
被
爆

者
を
先
頭
に
、
広
島
に
向
か
っ
て
元

気
よ
く
歩
き
始
め
ま
し
た
。

対
米
従
属
の
危
険
な
道

出
発
集
会
で
開
会
あ
い
さ
つ
し
た
原
水
爆
禁
止
世

界
大
会
実
行
委
員
会
運
営
委
員
会
共
同
代
表
の
高
草

木
博
さ
ん
は
、
米
国
第

一
主
義
と
対
米
従
属
す
る
日

本
政
府
を
批
判
し
、

「日
本
で
も
世
界
で
も
、
危
険

な
政
治
に
対
し
て
地
殻
変
動
の
よ
う
な
大
き
な
変
化

が
始
ま
っ
て
い
る
」
と
強
調
。

「参
院
選
と
東
京
都

議
選
は
日
本
の
針
路
を
変
え
る
チ
ャ
ン
ス
。
非
核
平

和
の
日
本
の
実
現
こ
そ
が
真
の
安
全
と
平
和
の
道
だ

と
訴
え
、
世
界
大
会
の
大
成
功

へ
と
発
展
さ
せ
よ
う
」

と
呼
び
か
け
ま
し
た
。

被
爆
国
と
し
て
勇
気
を

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協
議
会

（日
本
被
団
協
）

代
表
理
事
の
家
島
昌
志
さ
ん

（82
）
は

「日
本
政
府

は
ど
う
し
て
、
唯

一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
り
な
が
ら

禁
止
条
約
に
加
入
し
て
核
保
有
国
を
説
得
す
る
勇
気

が
出
な
い
の
か
」
と
批
判
。
東
京
の
被
爆
者
団
体
、

東
友
会
の
被
爆
者
ら
が

一
言
ず
つ
訴
え
ま
し
た
。

高
校
生
も
リ
レ
ー
ト
ー
ク

高
校
生
平
和
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
、
日
本
に
留
学
中
の
フ

ラ
ン
ス
平
和
運
動
の
カ
メ
リ
ア
さ
ん
ら
が
リ
レ
ー
ト
ー

ク
し
ま
し
た
。

６/１㈰ 被爆８０周年 碧南・高浜網の目平和行進

碧南市も非核署名をパネル展 「非核自治体宣言」を

２０２５年５月１１日
NO.2276

日本共産党碧南市委員会
碧南市笹山町3-13-10

電話・FAX/42-8706

日本共産党生活相談所
山口はるみ 電話 42-8940 FAX 41-9904
磯貝 明彦 電話・FAX 48-2718

上 市に核兵器ノーを

呼びかける実行委員会。

長崎市平和祈念像

右手は原爆を、左手は

恒久平和を示している。



「地
域
医
療
は
崩
壊
寸
前
」

「こ
の
ま
ま
で
は
、
あ
る
日
突
然
、
病
院
が
な
く
な
る
」

䢣
多
く
の
病
院
か
ら
悲
鳴
が
上
が
っ
て
い
ま
す
。

医
療
の
値
段
は
国
が
決
め
て
お
り

（公
定
価
格
）
、
診
療

報
酬
と
呼
ば
れ
ま
す
。
通
常
２
年
に
１
度
改
定
さ
れ
ま
す
が
、

長
年
抑
制
さ
れ
て
き
た
う
え
に
、
こ
の
間
の
改
定
が
物
価
や

賃
金
の
上
昇
に
追
い
つ
か
ず
、
多
く
の
病
院
が
経
営
危
機
に

陥

っ
て
い
ま
す
。
医
療
崩
壊
を
止
め
る
国
の
施
策
が
急
務
で

す
。７

割
が
赤
字

２
０
２
４
年
の
診
療
報
酬
改
定
後
、
医
業
本
体
が
赤
字
の

病
院
は
７
割
に
の
ぼ
り
ま
す

（日
本
病
院
会
な
ど
６
病
院
団

体
の
調
査
）。
半
数
の
病
院
が
借
金
返
済
状
況
か
ら
み
て

「破

綻
懸
念
先
」
と
判
断
さ
れ
る
と
い
い
ま
す
。

物
価
高
騰
を
補
え
ず

２
０
２
４
年
４
月
の
診
療
報
酬
改
定
で
薬
価
を
除
く
報
酬

本
体
は
０
・
８
８
％
の
プ
ラ
ス
改
定
と
さ
れ
ま
し
た
。

し
か
し
、
同
年
末
の
消
費
者
物
価
指
数
が
前
年
同
期
比
で
３
・

０
％
上
昇
す
る
な
ど
の
物
価
高
の
な
か
、
医
療
機
関
は
診
療

材
料
費
や
水
光
熱
費
な
ど
の
経
費
増
を
補
え
て
い
ま
せ
ん
。

医
療
は
公
定
価
格
な
の
で
、
物
価
上
昇
分
を
患
者
に
転
嫁
で

き
ず
、
多
く
の
病
院
が
経
営
を
悪
化
さ
せ
て
い
ま
す
。

人
件
費
補
填
出
来
ず
９
割

人
手
不
足
解
消
の
た
め
賃
上
げ
も
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、

診
療
報
酬
改
定
で
人
件
費
が

「補
填

（ほ
て
ん
）
で
き
て
い

な
い
」
が
９
割
を
超
え
ま
す

（全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
の

調
査
）。
医
療
従
事
者
の
賃
金
は
全
産
業
平
均
に
届
か
ず
、

格
差
が
開
き
離
職
を
招
い
て
い
ま
す
。

国
民
の
命
に
係
わ
る
事
態

す
で
に
、
診
療
科
や
入
院
患
者
の
受
け
入
れ
を
減
ら
す
、

救
急
医
療
の
廃
止
な
ど
の
事
態
が
全
国
に
広
が
っ
て
お
り
、

国
民
の
命
に
か
か
わ
る
重
大
な
事
態
で
す
。

感
染
症
拡
大
に
対
応
で
き
ず

厚
労
相
の
諮
問
機
関
の
中
央
社
会
保
険
医
療
協
議
会
の
総

会
で
は
、

一
般
病
院
は
病
床
利
用
率
が
９
割
以
上
で
な
い
と

黒
字
に
な
ら
ず
、
病
床
に
余
裕
を
持
た
せ
る
と
経
営
を
維
持

で
き
な
い
と
し
て

「こ
れ
で
は
感
染
症
拡
大
に
ま
っ
た
く
対

応
で
き
な
い
」
と
の
発
言
が
医
療
関
係
者
か
ら
出
ま
し
た
。

医
療
は
地
域
社
会
の
最
も
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
の
一
つ
で
あ

り
、
日
常
の
医
療
に
加
え
、
感
染
症
や
自
然
災
害
な
ど
の
際

に
命
を
守
れ
る
体
制
づ
く
り
が
不
可
欠
で
す
。

自
公
の
責
任
は
重
大

医
療
の
危
機
を
も
た
ら
し
た
自
公
政
権
の
責
任
は
重
大
で

す
。
政
府
は
16
年
度
以
降
、
社
会
保
障
費
の
伸
び
を
高
齢

化
の
伸
び
の
範
囲
内
に
抑
え
る
財
政
の
枠
を
つ
く
り
医
療
費

を
抑
制
し
て
き
ま
し
た
。

病
院
関
係
団
体
は
こ
ぞ
っ
て
、
こ
の
枠
の
見
直
し
を
求
め

て
い
ま
す
。
物
価
や
賃
金
の
上
昇
に
適
切
に
対
応
で
き
る
診

療
報
酬
の
仕
組
み
の
導
入
も
共
通
の
要
求
で
す
。

日
本
共
産
党
、
緊
急
提
案
で

５
千
億
円
投
入
を

日
本
共
産
党
の
小
池
晃
書
記
局
長

・
参
院

議
員
は
国
会
で
こ
の
二
つ
の
要
求
の
実
行
を

迫
り
ま
し
た
。
党
の
緊
急
提
案
で
は
、
患
者

負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
緊
急
に
国
費
を
５
千

億
円
投
入
し
て
診
療
報
酬
の
基
本
部
分
を
引

き
上
げ
、
医
療
崩
壊
を
止
め
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
を
図
る

よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

い
ま
や
自
民
党
議
員
の
一
部
か
ら
も
診
療
報
酬
の
改
定
方

法
見
直
し
を
求
め
る
意
見
書
が
出
る
な
ど
、
医
療
の
危
機
打

開
は
党
派
を
超
え
た
声
に
な
っ
て
い
ま
す
。

医
療
費
４
兆
円
削
減
＝
３
党
合
意

と
こ
ろ
が
自
民

・
公
明

・
維
新
は
２
月
の
３
党
合
意
文
書

に
、
国
民
医
療
費
を
年
間
最
低
４
兆
円
削
減
す
る
と
い
う
数

字
や
社
会
保
障
費
削
減
の
た
め
の
協
議
体
設
置
を
盛
り
込
み

ま
し
た
。
具
体
化
さ
れ
れ
ば
、
間
違
い
な
く
医
療
は
崩
壊
し

ま
す
。
国
民
の
世
論
と
運
動
で
医
療
崩
壊
の
危
機
を
止
め
、

命
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
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大
軍
拡
・大
増
税
許
す
な

へ
き
な
ん

19
行
動

５
月
19
日
（月
曜
日
）

午
前
11
時
～
12
時

ピ
ア
ゴ
碧
南
東
店

碧
南
市
東
浦
町
６
ー
17

（日
進
小
学
校
南
）

政党は日本共産党
大企業とアメリカいいなり
２つのゆがみを正す
右から はたやま和也（元衆院議員）

井上さとし（参院議員）小池晃（書記局長）

山下よしき（副委員長）白川よう子（元香川県議）

保守系議員は市民病院を攻撃するけれど 「原因は国」

病院の経営困難 破綻寸前 崩壊の危機止めよう

日
本
共
産
党

愛
知
選
挙
区

す
や
ま
初
美

参議院でも与党半数以下に
http://hekinan.jcpweb.net/

日本共産党碧南市会議員団のホー

ムページをご覧ください。


